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Ver4.9.7 にて追加、修正された機能を説明します。 

 

・対回の観測手簿に水平距離を追加 

・「丁張設置」GeoCOM 連続測距対応 

・「放射トラバース」逆幅表示を変更 

 

１、対回の観測手簿に水平距離を追加 
    

   要望がありましたので、追加しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜――― 追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２、「丁張設置」GeoCOM 連続測距対応 
   要望がありましたので、追加しました。 
 

   

連続測距機能(A-SurveyAd_307.pdf)を 

ご覧ください。 

 

「放射トラバース」、「杭打ち」、「野帳観測・入力」で 

 使用できました。 

GeoCOM 機にて「丁張設置」で連続測距機能が 

使用できます。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３、「放射トラバース」逆幅表示を変更 
  要望がありましたので、対応しました。 

 

  

 

 

 

 
 

 

＜――― 逆幅を選択している場合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定すると、路線への逆幅計算を行い、結果を表示します。 

 

 

路線外の点を測定すると、逆幅計算でエラーになります

ので、登録はできません。 

 

今回は、路線外の点も登録可能としました。 

 

逆幅計算が出来れば、この表示になります。 

逆幅計算でエラーの場合は、空白にしていましたが 

今回・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



路線外の測定では、逆幅計算はエラーになるので、結果は表示されません。 

そこで、路線外の場合は、測定結果を表示するように変更しました。 

 

項目名が、“水平”、“鉛直”、“斜距”に変わり 

それぞれの値が表示されます。 

この状態で、いつもとおりに「登録」できます。 

 

次に測定し、路線内なら逆幅計算し結果を表示します。 

項目名も変わります。 

 

連続測距でも、同様です。 

 

  

 

 

 

 


